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答

本
市
は
、
日
常
生
活
や
地
域
形

成
を
支
え
る
公
共
交
通
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
交
通
事
業
者
、
関

係
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
が
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
議

論
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
う
し
た
考

え
方
の
下
、
協

議
会
の
場
を
関

係
者
と
議
論
す

る
場
に
し
た
い
と

考
え
、
参
加
の
意
向
を
示
し
た
。

答

本
市
の
区
域
内
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
盛
土
等
に
つ
い
て
は
、
旧
法
や

森
林
法
に
よ
る
規
制
に
加
え
、
条

例
に
よ
る
独
自
の
規
制
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
盛
土
規
制
法
施
行
後

も
、
本
市
区
域
内
に
お
い
て
は
、

盛
土
等
に
係
る
規
制
対
象
や
規
制

区
域
の
変
更
は
な
い
が
、
罰
則
等

が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
規

制
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
き
た
よ
う
に
、
盛
土
等
の
施

設
計
画
や
工
事
計
画
に
つ
い
て
、
安

全
性
が
確
認
で
き
る
ま
で
は
許
可

し
な
い
な
ど
、
的
確
に
規
制
す
る
。

答

姉
妹
公
園
協
定
は
、「
こ
ん
な
思

い
を
他
の
誰
に
も
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
被
爆
者
が
和
解
と
寛
容

の
精
神
で
訴
え
る
中
、
60
年
以
上

に
わ
た
り
市
民
同
士
が
交
流
を
深

め
て
き
た
こ
と
や
「
迎
え
る
平
和
」

の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
て
い
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
の
世

界
情
勢
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
今

こ
そ
「
和
解
の
精
神
」
を
重
視
し

た
対
応
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と

判
断
し
、
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
爆
投
下
へ
の
謝
罪
に
つ
い
て
は
、

原
爆
投
下
の
責
任
に
関
す
る
議
論

を
深
め
る
中
で
対
処
し
得
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
、
姉
妹
公
園
協
定
に
基
づ
き
、

被
爆
の
実
相
を
広
め
、
伝
え
る
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

米
国
側
の
市
民
社
会
の

機
運
の
醸
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

答

２
０
２
０
年
に
改
訂
し
た
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、本

市
の
２
０
３
０
年

の
合
計
特
殊
出
生

率
の
値
を
１
・８
１

と
仮
定
し
て
い
る

が
、
２
０
２
２
年
の
値
は
１・３
３

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
に

は
、
約
２
２
０
０
人
の
転
入
超
過
に

な
る
と
展
望
し
て
い
る
が
、

２
０
２
２
年
の
実
績
は
１
７
７
２
人

の
転
出
超
過
で
あ
っ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
が
伸
び
悩
む

背
景
と
し
て
は
、
未
婚
化
・
晩
婚

化
の
進
行
、
子
育
て
に
対
す
る
負

担
感
の
増
大
な
ど
が
、
ま
た
、
転

出
超
過
の
背
景
と
し
て
は
、
若
い

世
代
の
就
職
希
望
業
種
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
な
ど
の
要
因
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
、
ま
ず
は
、
合

計
特
殊
出
生
率
お
よ
び
人
口
移
動

に
つ
い
て
の
数
値
目
標
の
達
成
状

況
等
の
分
析
・
評
価
を
行
い
、
そ

の
上
で
、産
学
官
で
構
成
す
る
「
広

島
の
拠
点
性
強
化
に
向
け
た
懇
話

会
」
や
大
都
市
税
財
政
・
地
方
創

生
対
策
特
別
委
員
会
で
の
意
見
も

踏
ま
え
て
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

等
を
盛
り
込
ん
だ
第
３
期
総
合
戦

略
を
実
施
計
画
と
し
て
策
定
し
、

目
標
の
達
成
に
つ
な
げ
た
い
。

答

導
入
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者

の
障
害
の
有
無
や
特
性
な
ど
に
も

配
慮
し
た
施
設
と
、
そ
の
施
設
に

応
じ
た
空
間
の
形
成
と
と
も
に
、

利
用
に
際
し
て
の
支
援
や
管
理
の

運
営
体
制
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
は
、
利
用
者
の
意
見
を
聞
く
な

ど
し
て
よ
り
知
見
を
深
め
る
と
と

も
に
、
全
市
的
な
展
開
に
向
け
て

関
係
部
局

等
と
連
携

し
な
が
ら
、

導
入
に
向

け
て
取
り

組
み
た
い
。

答

全
て
の
小
・
中
学
校
に
、
不
登

校
お
よ
び
不
登
校
傾
向
の
児
童
生

徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
を

設
置
し
、
学
級
で
の
活
動
に
適
応

す
る
力
や
社
会
的
に
自
立
す
る
た

め
の
力
を
身
に
着
け
る
「
学
び
の

場
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

外
の
居
場
所
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い

教
室
」
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

外
出
も
難
し
い
児
童
生
徒
に
は
、

I
C
T
を
活
用
し
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

答

現
在
は
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
有

望
性
等
に
関
す
る
啓
発
か
ら
ス
キ

ル
習
得
、
就
業
ま
で
の
流
れ
を
国
・

県
・
市
が
役
割
分
担
す
る
こ
と
に

よ
り
行
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
の
中

核
と
な
る
部
分
は
県
が
担
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
て
、
一
連

の
流
れ
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る

と
い
う
方
法
を
取
り
組
み
に
反
映

す
る
よ
う
働
き
掛
け

る
ほ
か
、
そ
の
実
施

に
つ
い
て
関
係
部
局

と
共
に
研
究
す
る
。

答

分
離
新
設
、
就
学
区
域
の
見
直

し
を
含
め
た
広
域
的
な
施
設
配
置

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
別

支
援
学
校
の
設
置
義
務
が
あ
る
県

と
引
き
続
き
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答

空
き
日
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、「
広
域
的
か
つ
大
規
模
な
大
会

で
あ
る
か
」、「
大
会
の
内
容
が
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
ふ
さ
わ
し
い
か
」、

「
円
滑
な
大
会
運
営
を
継
続
的
に
行

え
る
団
体
で
あ
る
か
」
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
、
関
係
者
と
協
議
・

調
整
を
行
い
、
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問

子
ど
も
と
子
育
て
に
や
さ
し
い

「
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
子
育

て
世
代
へ
「
こ
ど
も
医
療
費
補
助
制

度
」
や
「
多
子
軽
減
制
度
」
な
ど
、

本
市
独
自
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
策

を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
こ
と
は
、
議
員
定
数
を
削

減
し
て
で
も
実
現
す
べ
き
優
先
課
題

で
あ
る
と
思
う
が
、本
市
の
考
え
は
。

問
Ｊ
Ｒ
が
国
を
交
え
て
芸
備
線
の
沿

線
自
治
体
と
話
し
合
う「
再
構
築
協

議
会
」で
の
議
論
は
、
芸
備
線
の
状

況
を
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。
本
市

は
こ
の
協
議
会
に
参
加
す
る
意
向
を

示
し
て
い
る
が
、そ
の
理
由
を
問
う
。

問
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
、
学

び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策
」

は
、
学
校
と
地
域
や
関
係
機
関
が
連

携
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
本
市
の
不
登
校
児

童
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

問

盛
土
規
制
法
の
施
行
に
よ
り
、

盛
土
に
対
す
る
規
制
が
ど
の
よ
う
に

強
化
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
市
民
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。

問
「
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
」
女

性
に
と
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
は
柔

軟
な
働
き
方
を
実
現
で
き
る
職
種
で

あ
る
。
民
間
企
業
に
人
材
募
集
か
ら

就
労
ま
で
を
一
貫
し
て
任
せ
る
官
民

連
携
の
取
り
組
み
は
、
本
市
に
お
い

て
有
効
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

問

児
童
・
生
徒
数
が
想
定
を
大
き

く
超
え
大
規
模
化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
通
学
バ
ス
等
の
大
渋
滞
や
特
別

教
室
の
不
足
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
特
別
支
援
学
校
の
新
設
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
本

市
の
見
解
は
。

問

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
プ
ロ

野
球
で
の
利
用
以
外
に
一
般
利
用
も

あ
る
。
そ
の
う
ち
毎
年
定
期
的
に
利

用
す
る
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い

る
年
間
利
用
調
整
の
枠
組
み
に
新
た

に
加
わ
り
た
い
と
希
望
が
あ
れ
ば
ど

う
す
る
の
か
。

問
米
国
と
の「
真
の
和
解
」の
た
め
、

本
市
が
行
う
べ
き
は
、「
姉
妹
公
園

協
定
」
を
破
棄
し
、
米
国
政
府
に

原
爆
投
下
へ
の
謝
罪
を
求
め
る
こ

と
だ
と
思
う
が
、
本
市
の
見
解
は

ど
う
か
。

問

今
後
、
人
口
減
少
が
想
定
さ
れ

る
本
市
は
、「
世
界
に
誇
れ
る『
ま
ち
』

広
島
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

人
口
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
２
年
の
出
生
率
お
よ
び
転
出

超
過
数
は
、
目
標
値
と
比
べ
て
ど
う

か
。
ま
た
、
そ
の
要
因
を
ど
う
分
析

し
、
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

問

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
利
用

で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
身

近
な
街
区
公
園
に
設
置
す
る
こ
と

は
、
同
じ
体
験
を
す
る
こ
と
で
多
様

性
を
認
め
あ
う
な
ど
、
子
ど
も
の
成

長
に
有
益
と
考
え
る
。
本
市
の
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
導
入
に
対
す
る
考

え
は
。

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

地
域
の
声
を
協
議
会
の
場
に

本
市
の
不
登
校
対
策

盛
土
規
制
法

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

広
島
市
立
広
島
特
別
支
援
学
校

「
市
民
」
球
場
の
一
般
利
用

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
協
定

人
口
減
少
社
会
、あ
し
た
の
た
め
に

だ
れ
で
も
遊
べ
る
公
園
を

答

こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
１
月
に
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
等
を
行
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
さ
ら
な
る
対

応
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
令
和

６
年
度
に
向
け
て
具
体
的
な
内
容

を
検
討
し
て
い
る
。

保
育
料
の
多
子
軽
減
に
つ
い
て

は
、
本
市
で
は
、
国
の
基
準
に
基

づ
き
、
年
収
３
６
０
万
円
相
当
以

上
の
世
帯
に
つ
い
て
、
同
一
世
帯
か

ら
同
時
に
保
育
園
等
に
入
園
し
て

い
る
未
就
学
児
ま
で
を
多
子
算
定

の
対
象
と
し
て
い
る
。
小
学
生
以

上
を
含
む
複
数
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
も
軽
減
す
る
等
、
多
子
軽
減

制
度
の
拡
充
等
に
つ
い
て
は
、
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
国
の
責
任
に

お
い
て
統
一
的
に
施
策
が
講
じ
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
他
都
市
と
連
携
し
て
国
に

働
き
掛
け
て
い
る
。

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
経

済
的
負
担
が
増
加
し
て
い
る
子
育

て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
、
全
体
と
し
て
充
実

さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
う
し
た

中
で
検
討
す
る
。

インクルーシブ遊具の一例

JR 芸備線

市ホームページより

●
三
宅
朗
充（
自
民
党・市
民
ク
ラ
ブ・安
佐
北
区
）

広
島
市
の
平
和
の
取
り
組
み
／
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
中
山
間
地
域
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
／
子
育

て
世
代
へ
の
経
済
的
な
負
担
軽
減

●
山
下
正
寛（
市
民
連
合・市
民
の
声・安
佐
北
区
）

広
島
三
次
線
の
道
路
整
備
／
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
／

野
生
鳥
獣
の
利
活
用
／
不
登
校
対
策
／
青
少

年
支
援
メ
ン
タ
ー
制
度
／
キ
ャ
リ
ア
教
育

●
石
田
祥
子（
公
明
党
・
佐
伯
区
）

平
和
文
化
月
間
／
佐
伯
区
五
月
が
丘
団
地
に

お
け
る
建
設
残
土
埋
立
計
画
及
び
砂
防
堰え
ん
て
い堤

／
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
重
症
化
予
防
の
推
進
／
食
品
ロ

ス
削
減
の
推
進
／
女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成

●
大
西
理（
日
本
共
産
党
・
中
区
）

広
島
市
の
平
和
行
政
／
広
島
市
立
広
島
特
別

支
援
学
校
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の

欠
員
の
問
題

●
三
宅
正
明（
新
政
ク
ラ
ブ
・
安
芸
区
）

人
口
減
少
／
文
化
政
策

●
定
野
和
広（
ひ
ろ
し
ま
清
風
会
・
西
区
）

一
般
国
道
２
号
西
広
島
バ
イ
パ
ス
都
心
部
延

伸
事
業
／
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
／
学
校
の

プ
ー
ル
／
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
一
般
利
用

／
乗
合
バ
ス
事
業
の
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム

●
長
井
龍
也（
広
島
維
新
の
会
・
安
佐
南
区
）

子
育
て
支
援
／
外
郭
団
体
／
財
政
運
営
方
針

／
広
島
市
の
産
業
振
興
／
子
育
て
世
帯
の
就

労
環
境

●
亀
井
一
夫（
自
民
党
・
至
誠
会
・
安
佐
南
区
）

通
学
路
安
全
対
策
／
ひ
ろ
し
ま
西
風
新
都
／

Ｇ
Ｎ
Ｈ
調
査

●
平
岡
優
一（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
中
区
）

広
島
城
天
守
の
木
造
復
元
／
伝
統
文
化
の
継

承
／
中
心
市
街
地
の
浸
水
対
策
／
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
推
進
／
被
爆
80
周
年

●
山
本
昌
宏（
市
民
連
合
・
市
民
の
声
・
西
区
）

学
校
給
食
／
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
／
市

民
に
よ
る
国
際
交
流
活
動
／
広
島
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム

●
碓
氷
芳
雄（
公
明
党
・
安
佐
南
区
）

旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
等
の
被
爆
建
物
／
広

島
市
豪
雨
災
害
伝
承
館
／
感
染
症
対
策
に
お

け
る
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
活
用
／
広
島

市
所
蔵
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
関
係
資
料
の
活

用
／
看
護
職
員
の
養
成

●
清
水
貞
子（
日
本
共
産
党
・
安
佐
北
区
）

学
校
給
食
の
あ
り
方
／
地
域
公
共
交
通
／
子
ど

も
の
医
療
費
補
助
制
度
／
広
島
高
速
５
号
線

●
宮
崎
誠
克（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
佐
伯
区
）

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
王
国
広
島
／
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
出
没
へ
の
対
応
／
湯
来
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介
し
て

い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

一
般
質
問
発
言
項
目
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